
文
明
開
化
業
種
の
地
域
的
展
開

|
|
明
治
四

O
年
の
栃
木
県
を
事
例
と
し
て
|
|

井

上

政

は

じ

め

に

筆
者
は
、
明
治
以
後
の
商
庖
街
に
つ
い
て
調
査
・
発
表
を
続
け
て
き
た
〈
1
)
が
、
明
治
期
の
商
居
の
業
種
の
中
に
開
国
以
前
に
は
成
立

せ
ず
、
明
治
以
降
に
急
速
に
発
達
を
と
げ
た
業
種
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
業
種
が
文
明
開
化
業
種
で
あ
る
。

文明開化業種の地域的展開

林
屋
辰
三
郎
編
『
文
明
開
化
の
研
究
』

(
一
九
七
九
)
で
は
、
文
明
開
化
の
時
期
を
明
治
元
年
(
一
八
六
八
〉
か
ら
明
治
二
三
年
(
一

八
九

O
〉
と
し
、
こ
の
時
期
を
も
っ
て
終
了
し
た
と
考
え
て
い
る
。
本
当
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
公
共
的
色
彩
の
強
い

文
明
開
化
、

い
い
か
え
れ
ば
上
か
ら
の
文
明
開
化
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
終
了
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
一
般
民
衆
に
と
っ
て
の
丈

明
開
化
と
は
、
都
会
の
文
化
で
あ
り
、
生
活
様
式
の
西
洋
化
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
生
活
様
式
の
西
洋
化
は
大
都
市
で
は
い
ち
は
や
く

一
般
化
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
方
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、

一
部
の
公
共
的
色
彩
の
強
い
も
の
を
除
い
て
、
明
治
後
期
ま
で
伝
播
す

る
の
に
時
間
の
か
か
っ
た
も
の
が
大
多
数
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
筆
者
は
、
地
方
に
お
け
る
文
明
開
化
は
、
大
都
市
に
お
け
る
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文
明
開
化
の
時
期
よ
り
も
遅
れ
て
出
発
し
、
む
し
ろ
大
都
市
で
は
終
了
し
た
明
治
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
伝
播
し
た
と
考
え
る
。
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表 1対象地域の戸数および文明開化業種の立地数

業種

言十

市町

宇都宮市 152 

下都賀郡

2
7
8
0
4・

内

N
U
噌

E
E
a

咽
E
A

E
U
 

120 

佐野町。 2，493 25 291 1 31 2 8 31 5 1 813 2 90 
安蘇郡 犬伏町 914 71 1 8 
田沼町 1，817 51 5 3 1 2 16 
葛生町 902 512 1 1 9 

鹿沼町。 2，535 171 8 31 1 2 41 1 2 81 2 48 
粟野町 719 312 1 1 1 8 

上都賀郡 今市町 1，760 111 1 2 51 2 2 23 
日光町 2，386 71 1 41 2 11 2 11 2 2 22 
足尾町 6，088 191 6 1 11 5 11 4 31 1 8110 2 61 

矢板町。 1，191 6 2 1 11 1 12 

塩谷郡 氏家町 1，025 4 1 2 7 
喜連川町 1，121 3 1 1 5 
塩原温泉 -13 3 

大田原町。 1，4201 8 11 2 31 1 1 21 1 19 
佐久山町 531 1 1 
芦野町 494 11 1 1 3 
黒羽町 851 3 3 

那須郡 川西町 532 2 2 

東那烏那須須山温野泉村町
1，588 6 1 2 1 10 
1 1 

1，142 3 21 1 2 8 
馬頭町 1，039 1 2 3 

真岡町。 1，188 3 1 21 2 11 3 313 18 

芳賀郡 久下田町 782 3 1 4 
益子町 1，172 1 2 3 
茂木町 1，575 1 1 1 1 1 5 

計 |町中1127126127[2115判例22[中4/M[51191 785 
0印は郡役所所在地



大
都
市
を
中
心
と
し
て
発
生
し
た
文
化
な
ら
び
に
風
俗
が
、

ど
の
よ
う
な
速
度
で
地
方
へ
分
布
・
波
及
し
て
い
っ
た
か
。
文
明
開
化
業

種
を
指
標
と
し
て
、
そ
の
立
地
情
況
が
地
方
の
市
町
村
の
戸
数
規
模
・
地
理
的
条
件
・
行
政
機
関
の
存
在
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
と
文
明
開

化
業
種
に
対
す
る
吸
収
の
即
応
性
・
受
容
性
と
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
を
示
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
地
方
市
町
村
の
地
域

的
事
情
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
歴
史
学
で
は
、
き
わ
め
て
断
片
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
地
理
学
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

研
究
の
方
法

文
明
開
化
業
種
は
、
地
方
に
生
活
す
る
民
衆
に
と
っ
て
数
少
な
い
生
活
様
式
の
西
洋
化
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
。
文
明
開
化
業
種
と
は
文

明
開
化
期
に
発
生
・
発
達
し
た
商
業
の
業
種
の
こ
と
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
幕
末
お
よ
び
明
治
初
期
に
な
っ
て
外
国
か
ら
移
入
さ
れ
た
商

口
問
・
風
俗
お
よ
び
新
し
く
発
明
さ
れ
た
商
品
な
ど
を
取
り
扱
う
業
種
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
外
国
か
ら
移
入
さ
れ
た
の
ち
国
産
化
さ
れ
た
商

文明開化業種の地域的展開

品
を
扱
う
業
種
も
含
ま
れ
る
。

一方、

ガ
ラ
ス
器
お
よ
び
時
計
の
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
一
部
の
人
々
の
聞
に
流
通
し
て
い
た
品
物

も

一
般
的
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
含
め
る
。
具
体
的
な
業
種
と
し
て
本
稿
で
取
り
扱
う
業
種

は
、
理
髪
屈
・
人
力
車
屋
・
活
版
印
刷
所
・
自
転
車
商
・
写
真
館
・
時
計
商
・
硝
子
商
・
洋
灯
商
・
洋
服
仕
立
商
・
靴
商
・
西
洋
洗
濯
商

-
洋
物
雑
貨
商
・
牛
肉
商
・
パ
ン
屋
・
洋
傘
商
の
一
五
業
種
で
あ
る
。

本
稿
は
、
栃
木
県
の
明
治
四

O
年
(
一
九

O
七
)
当
時
に
、
市
制
・
町
制
を
施
行
し
て
い
た
一
市
七
郡
二
九
町
一
村
二
温
泉
場
の
計
三

三
地
域
全
域
(
図
1
〉
を
事
例
と
し
て
、
文
明
開
化
業
種
の
分
布
状
況
を
示
し
、
地
域
的
な
偏
在
の
有
無
、
特
定
地
域
で
の
立
地
な
ど
の
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諾
要
素
か
ら
、
地
域
の
事
情
・
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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明
治
四
四
年
(
一
九
一
一
〉
の
栃
木
県
全
域
の
戸
数
ハ
2
u
は、

一
四
八
、
七
七
五
戸
で
あ
り
、
対
象
地
域
の
全
戸
数
は
五
八
、
六
八
七
戸

た。 で
あ
る
の
で
、
三
九
・
四
%
を
占
め
る
。
各
地
域
の
戸
数
お
よ
び
当
時
の
郡
役
所
の
所
在
地
、
文
明
開
化
業
種
の
立
地
数
は
表
1
に
示
し

東那須野• 川西
大田原 . ・..黒羽

o20km  

鳥山• 
.佐久山

喜連川• ・氏家

塩原温泉• 
表・

言石橋.・
.栃木

宇語宵
鹿沼• 
.今市

粟野• 

日光• 

文
明
開
化
業
種
の
業
種
別
軒
数
は
、
明

治
四

O
年
発
行
の
『
栃
木
県
営
業
便
覧
』

ハ3
)
に
よ
っ
た
。
ま
た
文
明
開
化
業
種
の

創
始
に
関
す
る
来
歴
の
う
ち
、

理
髪
居

人
力
車
屋
・
活
版
印
刷
所
・
自
転
車
商
・

研究対象地域

写
真
館
・
時
計
商
の
六
業
種
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
ハ
4
)
に
詳
し
く
記
載
し
た
の
で

概
略
を
記
載
す
る
に
と
ど
め
た
。

図 1

文
明
開
化
業
種
の
立
地
情
況

各
業
種
別
に
つ
い
て
論
述
す
る
ま
え

に
、
明
治
二
四
年
(
表
2
〉ハ
5
〉
と
明
治

四
O
年
(
表
3
)
ハ6
〉
の
文
明
開
化
業
種

を
比
較
検
討
し
て
み
る
。
理
髪
居
で
は
表



文明開化業種の地域的展開

文明開化業種数(明治24年)

ズ
理
時自刷蘭 煽硝洋靴写髪 計踊子灯冥 言十

人 傘板

数 商 商商商高屋

河内郡 164 2 1 3 2 8 

下都賀郡 166 1 7 4 1 3 16 

足利郡 68 3 3 2 1 3 12 

安蘇郡 84 2 1 1 4 

上都賀郡 177 2 2 2 6 

塩谷郡 30 

那須郡 60 2 2 

芳賀郡 53 25 25 

73 9 5 2 M
U

一
ず

1
一
ま
一
品
目

叩
一
・
2
4

一
」込
日

文明開化業種数(明治40年)

X 
理

髪 計傘子灯真 言十

庖 商 商商商商館

宇都宮市 531 6 8 3 2 12 9 3 43 

下都賀郡 45 9451733  32 

足利郡 29 5621512  22 

安蘇郡 42 12 1 2 4 1 2 22 

上都賀郡 571 11 5 4 665  37 

塩谷郡 161 5 1 1 7 

那郡須 26 4 2 624  18 

芳賀郡 81 4 2 4 2 12 

1276156 2619 

計には理髪庖を含まず。

計t. 日

2
が
員
数
を
示
し
、
表
3
が
軒
数
を
示
し
て
い
る
の
で
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
早
い
時
期
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と

表 2

表 3

が
、
全
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
分
る
。
理
髪
庄
は
地
方
に
お
け
る
文
明
開
化
業
種
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
早
く
に
接
す
る

こ
と
の
で
き
た
業
種
で
あ
る
。
時
計
商
は
一

O
軒
か
ら
五
六
軒
へ
と
五
・
六
倍
の
増
加
を
示
し
、

一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
活
版
印
刷
所

は
一
軒
か
ら
二
六
軒
へ
と
二
六
倍
の
増
加
で
あ
り
、
印
刷
物
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
洋
傘
商
は
四
一
軒
か
ら
一
九
軒
へ

と
減
少
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
芳
賀
郡
の
二
五
軒
か
ら

O
軒
へ
の
減
少
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
他
地
域
で
は
増
加
の
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傾
向
を
示
し
て
い
る
。
芳
賀
郡
の
減
少
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
四

O
年
の
資
料
の
表
記
の
不
備
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
硝
子
商
は
二
軒
か
ら
四
軒
へ
と
二
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、
硝
子
板
の
国
産
化
は
明
治
四

O
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
で
、
当
時
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20，000 
(戸)

足利

g 
栃木

佐野

. 回沼• 4叫 壬生真岡益子

1，000ト '犬伏 ....  
藤岡 ・ ・葛生粟里子.・.久下回 ' 

石橋• 
東那須野• 

尾

-
足

原

田.
大
板矢
・
'
頭

リ

4
馬

光

・

劃

日
市
・
害
・

A
7
4
山
・
'
家

烏

ia・氏

宇都宮• 
休

-

腕
・

10，000 

5，000 

芦里子• 
黒羽• 佐久山川西.・500 

150 
(km) 

100 

東京からの直線距離および戸数(明治44年)

E戸数は対数表示〕

図 2

A
H
V
 

C
O
 

A
U
 

A
H
V
 
1
 

の
硝
子
商
は
輸
入
品
を
扱
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
た

め
に
高
価
で
あ
り
、

ま
た
家
屋
の
構
造
か
ら
も
需
要
が
少

な
く
、
発
達
を
遂
げ
る
の
は
大
正
時
代
以
降
で
あ
る
。
洋

灯
商
は
五
軒
か
ら
四
五
軒
へ
と
九
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
洋
灯
が
普
及
す
る
前
に
電
灯
が
つ
い
た

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
靴
商
は
九
軒
か
ら
一
一
一
一
軒
へ
と
二
・

四
倍
の
増
加
を
示
し
、
写
真
館
も
五
軒
か
ら
一
一
一
軒
へ
と

四
・
二
倍
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
ら
文
明
開
化
業
種
の
う

ち
理
髪
人
・
理
髪
庖
を
除
く
、
明
治
二
四
年
の
合
計
は
七

二
軒
で
あ
り
、
明
治
四

O
年
の
合
計
は
一
九
三
軒
で
、
こ

れ
は
こ
・
六
倍
の
増
加
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
文
明
開
化
業
種
の
立
地
は
、

剖E

の
業
種
は
比
較
的
早
い
時
期
に
、

一
部
の
業
種
は
明
治
時

代
で
は
な
く
大
正
時
代
以
降
に
発
達
し
た
と
い
え
る
。

L

か
し
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
業
種
は
明
治
中
頃
か
ら
急
速
に

発
達
し
て
い
っ
た
。

文
明
開
化
業
種
の
地
方
へ
の
波
及
に
は
、
東
京
か
ら
の



距
離
の
遠
近
が
関
係
す
る
か
と
の
考
え
か
ら
、
業
種
別
立
地
軒
数
を
縦
軸
に
、
東
京
か
ら
の
直
線
距
離
を
横
軸
に
と
り
、
分
布
の
情
況
に

相
関
関
係
を
見
出
そ
う
と
し
た
が
、
明
確
な
関
係
は
出
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
表
ー
に
は
全
業
種
を
掲
載
し
た
が
、
図
に
つ
い
て
は
そ

の
多
く
を
割
愛
し
た
。

f.A) 

理
髪
庖

理
髪
庖
は
、
明
治
元
年
一
O
月
に
斬
髪
居
と
し
て
開
業
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
明
治
四
年
八
月
に
は
散
髪
脱
万
勝
手
令
が
出
さ
れ

(
7
u
、
文
明
開
化
業
種
の
な
か
で
は
政
府
が
先
頭
に
立
っ
て
普
及
に
務
め
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
業
種
よ
り
も
早

く
全
国
に
行
き
わ
た
っ
た
。
さ
ら
に
、
理
髪
居
の
母
体
と
な
っ
た
髪
結
床
屋
が
、
す
で
に
多
く
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
た
め
に
立
地
軒

数
も
多
い
。

明
治
四
O
年
の
栃
木
県
に
お
い
て
は
対
象
地
域
全
域
に
計
二
七
六
軒
分
布
し
て
お
り
、
宇
都
宮
市
・
足
利
町
・
栃
木
町
の
戸
数
は
そ
れ

文明開化業種の地域的展開

ぞ
れ
一
O
、
五
三
五
戸
、
五
、
一
O
九
戸
、

一
八
・
O
Z
、
八
・

四
、
二
八
八
戸
を
示
し
、
対
象
地
域
全
域
の
戸
数
合
計
に
対
す
る
割
合
は

七
%
、
七
・
三
%
で
あ
る
。
理
髪
屈
の
立
地
軒
数
は
、
宇
都
宮
市
五
三
軒
、
足
利
町
二
九
軒
、
栃
木
町
二
七
軒
で
あ
り
、
対
象
地
域
全
域

一
0
・
五
%
、
九
・
八
W
A
を
示
し
、
戸
数
の
割
合
と
立
地
軒
数
の
割
合
が
ほ
と

の
立
地
軒
数
に
対
す
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
二
%
、

ん
ど
同
じ
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
以
上
の
三
地
域
合
計
の
戸
数
は
、
全
域
の
戸
数
に
対
し
て
三
四
・
O
%
を
示
し
、
コ
一
地
域
合
計
の

立
地
軒
数
は
、
全
域
の
立
地
軒
数
に
対
し
て
三
九
・
五
%
を
示
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
理
髪
庖
は
地
域
的
偏
在
が
少
な
く
、
戸
数
規
模
と
立
地
軒
数
と
の
聞
に
強
い
相
関
関
係
を
示
し
、
各
地
域
に
分
布

139 

し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
は
明
治
二
四
年
の
理
髪
人
数
と
明
治
四
O
年
の
理
髪
庖
数
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

明
治
四
O
年
に
お
け
る
理
髪
屈
の
抽
出
の
際
に
女
髪
結
と
い
う
表
記
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
理
髪
屈
と
区
別
し
加
算
し
な
か
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人
力
車
屋

人
力
車
は
文
明
開
化
期
に
お
け
る
数
少
な
い
日
本
人
の

発
明
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
に
東
京
府
下
で
人
力
車
が
五

六、

0
0
0台
、
大
阪
で
は
一
、
六
四
二
台
、
京
都
で
は
一

六
二
台
で
あ
り
、
明
治
一
六
年
に
は
全
国
で
二
ハ
六
、
六

人力車屋の立地分布

五
九
台
で
あ
っ
た
と
い
う
宮
古

栃
木
県
の
総
立
地
軒
数
は
一
二
七
軒
で
あ
っ
た
が
、
資

料
か
ら
の
抽
出
の
際
、
人
力
車
屋
と
人
力
車
駐
車
場
の

つ
の
表
記
が
あ
り
、
人
力
車
屋
の
記
載
の
な
い
地
域
の
な

図 3

か
に
も
人
力
車
駐
車
場
と
記
載
し
て
あ
る
地
域
が
あ
り
、

人
力
車
屋
の
立
地
軒
数

O
軒
の
地
域
の
な
か
に
も
人
力
車

屋
が
立
地
し
て
い
た
と
も
思
え
る
。
ま
た
駕
屋
と
表
記
し

た
も
の
が
若
干
あ
り
人
力
車
屋
と
兼
業
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
も
総
数
か
ら
除
外
し
た
。

人
力
車
屋
は
一
六
地
域
に
立
地
し
て
お
り
、
立
地
軒
数

上
位
三
地
域
の
足
利
町
、
佐
野
町
、
宇
都
宮
市
で
は
、
そ
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れ
ぞ
れ
四
八
軒
、
二
九
軒
、

一
二
軒
、
が
立
地
し
て
い
た
。

総
立
地
軒
数
に
対
す
る
割
合
は
足
利
町
三
七
・
八
%
、
佐

野
町
二
二
・
八
%
、
宇
都
宮
市
九
・
四
%
を
示
し
、
三
地

域
の
合
計
八
九
軒
稔
立
地
軒
数
に
対
す
る
割
合
は
七

0
・

一
%
を
も
示
し
た
。
二
一
地
域
の
戸
数
の
占
有
率
は
一
一
一

0
・

活版印刷所の立地分布

九
%
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
足
利
町
・
佐
野
町
に
織
物
業
が
集
中
し
て

い
た
の
で
他
県
か
ら
の
商
人
が
数
多
く
集
ま
っ
た
こ
と
に

よ
る
需
要
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
人
力
車
と

い
う
の
は
人
力
に
よ
っ
て
運
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が

図 4

ゆ
え
に
、
山
間
部
で
は
発
達
し
に
く
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
戸
数
第
二
位
の
足
尾
で
は
六
軒
し
か
立

地
し
て
お
ら
ず
、
観
光
客
の
集
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
日
光

で
は
一
軒
し
か
立
地
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
分
り
、
立

地
地
域
一
六
地
域
が
県
央
・
県
南
部
の
平
野
部
に
多
く
集

中
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
立
地
条
件

と
し
て
は
他
地
域
よ
り
の
人
々
の
往
来
が
多
く
、

か
つ
平
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坦
な
地
形
の
多
い
地
域
す
な
わ
ち
県
庁
・
郡
役
所
所
在
地
、
地
場
産
業
の
発
達
し
て
い
た
地
域
を
中
心
と
し
て
偏
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

る。

(c) 

活
版
印
刷
所

文
明
開
化
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
民
衆
の
自
由
思
想
の
高
揚
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
発
露
と
し
て
新
聞
・
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
活
字
印
刷
が
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
。

総
立
地
軒
数
は
九
地
域
二
六
軒
で
あ
っ
た
が
、
抽
出
の
際
、
石
版
印
刷
所
・
銅
版
印
刷
所
の
表
記
が
あ
り
、
こ
れ
と
は
区
別
し
た
。
上

位
三
地
域
は
宇
都
宮
市
・
足
利
町
・
栃
木
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
八
軒
、
六
軒
、

四
軒
の
立
地
数
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
地
域
の
占
有
率

は二一

0
・
一
%
、
二
三
・
一
%
、

一
五
・
四
%
で
あ
り
、
三
地
域
合
計
は
一
八
軒
で
占
有
率
は
六
九
・
二
%
を
示
し
た
。

活
版
印
刷
所
は
県
庁
・
郡
役
所
所
在
地
を
中
心
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
が
、
こ
の
こ
と
は
印
刷
を
必
要
と
す
る
産
業
す
な
わ
ち

出
版
社
な
ど
が
地
域
行
政
の
中
心
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(0) 

自
転
車
商

自
転
車
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
一

0
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
最
初
は
実
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
く
遊
戯
具
と
し
て
導
入
さ

れ
た
。
交
通
補
助
機
関
お
よ
び
運
搬
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
一

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
明
治
二

四
年
に
東
京
木
挽
町
郵
便
局
が
配
達
用
に
使
用
し
、
明
治
三
五
年
に
は
東
京
市
五
、
四
二
八
台
、
大
阪
市
四
六
六
台
、
明
治
四

O
年
に
E

は

東
京
市
六
、
七
四
三
台
、
大
阪
市
四
、
七
五
六
台
で
あ
っ
た
ハ
9
V

栃
木
県
の
総
立
地
軒
数
は
八
地
域
二
七
軒
で
あ
り
、
拍
出
の
際
、
販
売
庄
で
は
な
く
修
理
専
門
屈
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
た
が
、
む
し

ろ
後
者
の
ほ
う
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
時
計
商
・
自
転
車
商
の
兼
業
と
い
う
居
舗
も
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
加
算
し
た
。
上
位
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地
域
の
立
地
数
は
足
利
町
八
軒
、
宇
都
宮
市
六
軒
、
栃
木
町

六
軒
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
占
有
率
は
二
九
・
六
%
、
二
二
・

二
%
、
二
二
・
二
%
で
あ
っ
た
。
三
地
域
の
合
計
は
二

O
軒

で
あ
り
、
そ
の
占
有
率
は
七
四
・
一
%
に
も
達
し
て
い
た
。

自
転
車
は
当
時
か
な
り
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
修
理
専
門
眉
が
多
く
、
販
売
屈
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

写真館の立地分布

み
て
も
、
ま
だ
ま
だ
一
般
的
な
乗
物
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
県
央
・
県
南
部
の
平
坦
な
地
形
の
多

い
地
域
を
中
心
に
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
が
、
人
力
車

と
同
様
な
理
由
で
山
間
部
に
は
普
及
し
に
く
か
っ
た
。

伺

写

真

館

図 5

今
日
で
は
写
真
と
い
う
の
は
多
く
の
場
合
、
自
分
の
所
有

す
る
カ
メ
ラ
で
写
し
、
現
像
の
み
を
写
真
屈
に
出
す
と
い
う

の
が
普
通
で
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
写
真
屈
に
撮
影
を
依

頼
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
カ
メ
ラ
は
大
型

か
つ
取
り
扱
い
が
難
か
し
く
高
価
で
あ
っ
た
の
で
、
写
真
を

必
要
と
す
る
場
合
は
写
真
館
に
出
向
く
し
か
な
か
っ
た
。



144 

写
真
館
の
立
地
は
、
日
光
町
四
軒
、
宇
都
宮
市
三
軒
、
栃
木
町
・
足
利
町
・
佐
野
町
・
大
田
原
町
・
烏
山
町
・
真
岡
町
各
二
軒
、
小
山

町
・
足
尾
町
各
一
軒
の
計
一

O
地
域
に
一
二
軒
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
日
光
町
の
占
有
率
は
一
九
・

O
Z、
宇
都
宮
市
は
一
四
・
三
鬼
で

あ
り
、
上
位
二
地
域
の
合
計
は
七
軒
で
、
そ
の
占
有
率
は
三
三
・
三
%
を
示
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
郡
役
所
所
在
地
を
中
心
と
す
る
人
口
卓
越
地
域
に
は
平
均
的
に
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
は
あ
ま
り

立
地
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
る
。
日
光
町
に
め
だ
っ
て
多
く
立
地
し
て
い
る
の
は
観
光
地
で
あ
り
か
つ
別
荘
地
で
あ
っ
た
の
で
、
観
光
客

相
手
の
記
念
撮
影
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
写
真
は
生
活
と
密
着
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
写
真
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。

(め

時
計
商

当
時
、
時
計
は
洋
服
と
一
対
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
洋
服
を
常
用
す
る
際
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
時
計
が
着
用
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
明
治
三
七
、
八
年
こ
ろ
に
は
学
生
の
聞
に
腕
時
計
の
大
流
行
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
明
治
一
九
年
に
は
輸
入
個
数
三
三
、
三

六
九
個
、
明
治
三
一
年
に
は
五
三
万
個
に
も
達
し
た
お
υ
。
栃
木
県
の
場
合
、
他
の
文
明
開
化
業
種
に
比
し
て
時
計
そ
の
も
の
の
移
入
年

代
は
か
な
り
古
い
が
、

一
般
の
人
々
が
手
に
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
時
計
商
が
成
立
し
た
の

も
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

時
計
商
の
立
地
は
二
二
地
域
五
六
軒
で
あ
り
、
上
位
三
地
域
の
立
地
軒
数
は
、
佐
野
町
八
軒
、
宇
都
宮
市
六
軒
、
栃
木
町
六
軒
で
あ
っ

た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
占
有
率
は
一
四
・
三
%
、

一
0
・
七
%
、

一
0
・
七
%
を
示
す
。
一
ニ
地
域
の
合
計
は
二

O
軒
で
、
そ
の
占
有
率
は

三
五
・
七
%
で
あ
っ
た
。

時
計
商
は
比
較
的
多
く
の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
が
、

一
地
域
に
お
け
る
立
地
軒
数
は
少
な
く
、
大
都
市
と
は
違
い
地
方
に
お
い
て
は



高
価
で
あ
る
が
ゆ
え
に
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
腕
時
計
・
懐
中
時
計
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
掛
時
計
が
中
心
で
あ
っ

た
。
な
お
拍
出
の
際
、
時
計
商
と
硝
子
商
、
時
計
商
と
自
転
車
商
の
兼
業
を
示
す
表
記
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
加
算
し
た
。

制

硝
子
商

当
時
の
住
居
は
一
般
的
に
採
光
が
悪
く
暗
い
部
屋
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
改
造
が
明
治
十
五
、
六
年
こ
ろ
か
ら
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ

ち
ガ
ラ
ス
の
使
用
で
あ
る
。

一
般
家
庭
の
障
子
に
ガ
ラ
ス
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
富
山
県
で
明
治
二

O
年
、
茨
城
県
二
三
年
、
愛
知

県
三

O
年
、
石
川
県
・
山
口
県
が
三
二
年
、
神
奈
川
県
・
京
都
府
が
三
四
、

五
年
、
島
根
県
三
六
年
、
新
潟
県
・
奈
良
県
・
香
川
県
が
四

O
年
、
福
岡
県
四
二
年
、
徳
島
県
四
三
年
、
和
歌
山
県
大
正
元
年
、
三
重
県
・
岡
山
県
・
熊
本
県
が
大
正
初
年
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
は
そ
の
地
方
の
上
流
家
庭
で
あ
り
、
ま
た
全
部
を
ガ
ラ
ス
に
し
た
の
で
は
な
く
障
子
の
一
コ
マ
に
板
ガ
ラ
ス
を
張
っ
た
と
い
う
よ
う

な
状
態
で
あ
っ
た

avo
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ガ
ラ
ス
製
品
は
輸
入
品
と
し
て
、
ま
た
一
部
の
地
域
の
地
場
産
業
と
し
て
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
珍
重
品
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
取
り

扱
う
ガ
ラ
ス
と
は
板
ガ
ラ
ス
の
こ
と
で
あ
る
が
、
抽
出
の
際
、

ガ
ラ
ス
製
品
で
あ
る
ラ
ン
プ
を
扱
う
洋
灯
商
と
の
兼
業
が
多
く
み
ら
れ

た
。
硝
子
商
の
立
地
は
宇
都
宮
市
二
軒
、
足
利
町
・
栃
木
町
各
一
軒
で
あ
り
、
明
治
二
四
年
の
栃
木
県
全
域
で
二
軒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

極
め
て
増
加
の
度
合
が
少
な
い
こ
と
が
分
る
。

表
記
が
板
硝
子
商
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
当
時
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
高
価
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
板
ガ
ラ
ス
・
光
学
ガ
ラ
ス
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
著
る
し
く
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
期
に

145 

硝
子
商
の
立
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。

(H) 

洋
灯
商
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何
時
、
ラ
ン
プ
が
入
っ
た
か
を
『
明
治
生
活
調
査
報
告
』
で
み
る
と
、
明
治
初
年
に
は
山
形
・
新
潟
・
大
阪
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
二

年
に
熊
本
、
五
年
に
福
井
・
徳
島
、
六
年
に
宮
城
・
石
川
、
七
年
に
高
知
、
八
年
に
鹿
児
島
、

一
O
年
に
茨
城
・
埼
玉
・
岐
阜
・
滋
賀
・

和
歌
山
・
京
都
・
広
島
・
宮
崎
へ
と
普
及
し
、
明
治
初
年
に
は
す
で
に
各
県
の
町
村
に
入
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
右
の
報
告
中
に
は
明

治
二

O
年
ま
た
は
二

0
年
代
に
始
め
て
入
っ
た
町
村
も
多
か
っ
た
が
、
早
く
も
一

O
年
こ
ろ
ま
で
の
中
に
、
ま
ば
ら
で
は
あ
っ
た
が
全
国

的
な
規
模
で
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ラ
ン
プ
の
採
用
は
地
域
差
の
み
で
な
く
、
貧
富
の
差
に
よ
る
時
間
的
な
ず
れ
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
ラ
ン
プ
の
地
方
に
お
け
る
普
及
情
況
を
み
る
と
、
明
治
二

0
年
代
に
な
っ
て
全
国
的
に
ひ
ろ
が
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ

分
布
が
薄
く
、
官
庁
や
一
部
の
富
裕
者
・
商
人
な
ど
に
限
ら
れ
、

日
清
・
日
露
の
両
役
を
経
て
次
第
に
分
布
の
濃
度
を
増
し
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
好
況
時
代
に
至
っ
て
、
残
っ
て
い
た
人
た
ち
も
ラ
ン
プ
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
も
う
地
方
の
農
村

に
も
電
灯
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

2
v

洋
灯
商
の
立
地
は
、

一
七
地
域
四
五
軒
で
あ
り
、
上
位
三
地
域
は
宇
都
宮
市
二
一
軒
、
栃
木
町
、
足
利
町
五
軒
で
あ
っ
た
。
そ
の
占
有

率
は
二
六
・
七
%
、

二
・
一
%
、

一
一
・
一
%
を
示
し
、
三
地
域
の
合
計
は
二
二
軒
で
占
有
率
は
四
八
・
九
%
を
示
し
た
。

ラ
ン
プ
は
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、
約
半
数
の
地
域
に
し
か
分
布
し
て
い

な
い
。
し
か
し
明
治
二
四
年
に
比
べ
る
と
五
軒
か
ら
四
五
軒
へ
と
増
加
し
て
お
り
、

か
な
り
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
な
お
抽

出
の
際
、
提
灯
商
の
表
記
も
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
と
は
区
別
し
た
。
ま
た
洋
灯
商
と
硝
子
商
の
兼
業
が
多
く
み
ら
れ
た
。

(1) 

洋
服
仕
立
商

洋
服
は
起
居
動
作
に
便
利
な
と
こ
ろ
か
ら
藩
兵
に
最
も
早
く
用
い
ら
れ
、
明
治
に
入
っ
て
礼
服
が
制
定
さ
れ
、
官
吏
の
通
勤
服
と
な
る

に
い
た
っ
て
急
速
に
需
要
が
た
か
ま
り
、
洋
裁
師
も
次
第
に
増
加
し
て
、
舶
来
仕
立
職
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
し
か
も
洋
服
師
の
み



な
り
は
時
代
の
尖
端
を
ゆ
く
職
業
で
あ
り
な
が
ら
、
和
服
の
仕
立
屋
と
何
ら
変
り
な
く
、
縞
の
着
物
に
腹
掛
姿
の
職
人
で
あ
っ
た
。
ま
た

町
の
洋
服
屋
の
中
に
は
袋
物
師
が
化
け
て
洋
服
を
作
っ
た
結
呆
、
と
ん
で
も
な
い
も
の
が
で
き
て
大
騒
ぎ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
学
制
の

発
布
と
各
地
に
学
校
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
教
員
聞
に
洋
服
を
着
る
者
が
多
く
な
り
、
そ
の
他
の
職
業
に
も
洋
服
着
用
が
ふ
え
、
明
治

一
一
年
に
は
海
軍
兵
学
校
で
生
徒
が
着
用
す
る
一
切
の
洋
服
を
学
内
で
仕
立
て
る
、
す
な
わ
ち
後
の
縫
工
場
な
る
も
の
を
設
け
た
。
二

O

年
代
に
な
る
と
各
地
の
小
都
市
に
も
洋
服
屋
が
で
き
た
が
、

ほ
と
ん
ど
男
物
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
ハ
8
0

洋
服
仕
立
商
の
立
地
は
、
宇
都
宮
市
一

O
軒
、
佐
野
町
五
軒
、
栃
木
町
e

足
尾
町
各
四
軒
、
真
岡
町
三
軒
、
足
利
町
・
葛
生
町
・
鹿
沼

町
・
大
田
原
町
各
一
軒
の
九
地
域
三

O
軒
で
あ
っ
た
。
上
位
四
地
域
の
占
有
率
は
三
三
・
三
沼
、

一
六
・
七
%
、

二
一
了
三
克
で
あ
り
、

四
地
域
の
合
計
は
二
三
軒
、
占
有
率
は
七
六
・
七
%
で
あ
っ
た
。

洋
服
も
生
活
様
式
の
中
に
あ
っ
て
散
髪
と
と
も
に
政
府
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
は
役
人
・
軍
隊
・
警

察
・
学
校
の
制
服
と
し
て
広
ま
っ
た
。
宇
都
宮
女
子
師
範
は
全
国
で
も
最
初
に
制
服
を
洋
服
と
制
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
洋
服

文明開化業種の地域的展開

仕
立
商
は
制
服
の
仕
立
を
中
心
と
し
て
お
り
、

一
般
人
が
洋
服
を
着
る
機
会
は
や
は
り
少
な
か
っ
た
。

(J) 

靴

商

西
南
戦
争
か
ら
日
清
戦
争
を
経
て
明
治
三

0
年
代
に
な
る
と
、

一
般
に
も
靴
を
は
く
人
た
ち
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
た
。
町
や
村
で

靴
を
み
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
一
回
、
五
年
こ
ろ
か
ら
で
、
学
校
教
員
・
官
公
吏
・
巡
査
・
外
国
帰
り
の
人
々
・
除
隊
兵
、
次

一
般
家
庭
に
は
こ

0
年
代
よ
り
入
り
は
じ
め
た
。
靴
代
金
は
米
一
升
が
三
銭
の
こ
ろ
、

い
で
医
者
が
こ
れ
を
履
き
、

一
足
一
円
五

O
銭
と

い
う
高
値
で
あ
っ
た
。
そ
の
入
手
方
法
の
多
く
は
、
近
く
の
都
市
や
東
京
帰
り
の
み
や
げ
な
ど
か
、
あ
る
い
は
入
学
の
と
き
に
注
文
し
た

147 

と
い
う
場
合
が
多
い
。
明
治
全
期
を
通
じ
て
、
都
会
で
は
い
ざ
し
ら
ず
、
小
さ
な
町
や
村
で
は
ほ
と
ん
ど
靴
屋
を
み
か
け
ず
、
仮
に
あ
っ
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て
も
一
軒
ほ
ど
に
限
ら
れ
、

し
か
も
そ
れ
は
三

0
年
代
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
靴
は
買
っ
て
も
修

理
が
大
変
な
と
こ
ろ
か
ら
、
靴
を
非
常
に
大
切
に
し
、
余
儀

な
い
場
合
の
み
年
に
何
回
か
履
い
て
、
痛
む
ほ
ど
常
用
し
な

か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

西洋洗濯商の立地分布

靴
商
の
立
地
は
、
宇
都
宮
市
九
軒
、
栃
木
町
・
足
尾
町
各

三
軒
、
鹿
沼
町
二
軒
、
足
利
町
・
佐
野
町
・
日
光
町
・
大
田

原
町
・
束
那
須
野
村
各
一
軒
、
九
地
域
に
二
二
軒
が
立
地
し

て
い
た
。
上
位
三
地
域
の
占
有
率
は
四

0
・
九
%
、

一一一一. 

六
%
、

一
二
了
六
%
で
あ
り
、
三
地
域
の
合
計
は
一
五
軒
、

図 B

そ
の
占
有
率
は
六
八
・
二
%
を
示
し
た
。

靴
は
洋
服
と
大
き
な
関
連
が
あ
り
、
そ
の
分
布
状
況
も
洋

服
仕
立
商
と
同
じ
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
高
価
か
つ
修
理

の
困
難
さ
が
と
も
な
っ
て
一
般
的
で
な
か
っ
た
が
、
明
治
二

四
年
の
九
軒
か
ら
二
二
軒
へ
の
変
化
は
、
よ
う
や
く
少
し
ず

つ
普
及
し
始
め
た
時
期
に
あ
た
る
。

a伺

西
洋
洗
濯
商



モ
l
ス
の
『
日
本
そ
の
日
/
¥
』
を
み
る
と
、
東
京
や
横
浜
に
中
国
人
の
洗
濯
屋
が
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
明
治
一

0
年
代
に

は
都
会
で
の
洋
服
の
流
行
に
と
も
な
い
、

か
な
り
繁
昌
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
武
州
多
摩
郡
連
光
寺
の
富
沢
家
で
は
、
明
治
一

七
年
七
月
に
「
シ
ャ
ツ
洗
ち
ん
」
と
し
て
二
六
銭
を
支
払
い
、
同
年
八
月
一
六
日
に
は
「
洋
服
洗
代
」
と
し
て
一
二
銭
を
支
払
っ
て
い

る
。
ま
た
、
相
州
大
住
郡
土
屋
村
の
原
家
で
は
明
治
四

O
年
三
月
二
三
日
に
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ツ
二
、

カ
ラ
l

一
、
そ
の
代
金
と
し
て
三
四

銭
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
み
て
も
極
め
て
高
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
当
時
、
こ
の
地
方
に
西
洋
洗
濯
屋
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
村
内
に
は
な
く
、
近
く
の
町
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

8uo

西
洋
洗
濯
商
の
立
地
は
、
宇
都
宮
市
三
軒
、
栃
木
町
・
日
光
町
各
二
軒
、
足
利
町
・
足
尾
町
各
一
軒
の
五
地
域
九
軒
で
あ
っ
た
。

洗
濯
と
い
う
行
為
は
、
和
服
の
洗
張
以
外
に
は
自
分
で
す
る
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
り
、
洗
濯
物
を
業
者
に
出
す
習
慣
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
洋
服
の
発
達
に
よ
っ
て
洗
濯
屋
に
出
す
と
い
う
行
為
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
洋
服
の
発
達
し
て
い
な

文明開化業種の地域的展開

い
地
域
に
立
地
す
る
必
然
性
は
全
く
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
洋
服
仕
立
商
の
立
地
し
て
い
る
地
域
と
、
そ
の
立
地
が
重
複
し
て
い
た
。

日
光
町
に
は
洋
服
仕
立
商
の
立
地
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
西
洋
洗
濯
商
が
二
軒
立
地
し
て
い
る
の
は
、
華
族
・
富
商
の
別
荘
地
が
存
在

し
た
こ
と
に
関
連
し
て
の
立
地
で
あ
っ
た
。

(υ 

洋
物
雑
貨
商

洋
物
雑
貨
商
で
は
衣
食
住
に
深
い
関
係
の
あ
る
生
活
用
品
を
扱
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

マ
ッ
チ
・
シ
ャ
ボ
ン
・
は
み
が
き
粉
・
ガ
ラ

ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
取
り
扱
い
品
の
詳
し
い
こ
と
は
分
ら
な
い
。

149 

総
立
地
軒
数
は
一
七
地
域
七
四
軒
で
あ
り
、
宇
都
宮
市
一
四
軒
、
栃
木
町
・
足
利
町
・
佐
野
町
・
鹿
沼
町
・
足
尾
町
各
八
軒
な
ど
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
占
有
率
は
一
八
・
四
克
、

一
0
・
八
%
を
示
し
た
。
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西
洋
雑
貨
は
他
の
業
種
の
代
金
に
比
し
て
、
安
価
な
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
各
地
域
に
普
遍
的
に
発
達
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
が
、
約
半
数
の
地
域
に
し
か
分
布
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
立
地
軒
数
は
理
髪
居
・
人
力
車
屋
に
次
い
で
多
い
こ

と
か
ら
、
早
い
時
期
か
ら
広
ま
っ
て
い
た
業
種
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

加)

牛
肉
商

牛
食
が
急
速
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
欧
米
人
の
肉
食
を
見
習
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
牛
鍋
と
か
煮
込
み
と

い
う
よ
う
な
、

日
本
の
主
食
に
適
合
し
た
在
来
の
調
理
の
し
か
た
で
一
般
に
う
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
牛
鍋
屋
な
ど

の
外
食
で
試
み
ら
れ
た
に
相
違
な
く
、

一
般
家
庭
に
お
け
る
老
人
子
供
を
含
む
家
族
員
一
同
の
噌
好
に
か
な
っ
た
食
事
の
中
に
持
ち
こ
ま

れ
る
ま
で
に
は
時
日
を
要
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
牛
肉
は
家
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
新
し
い
食
事
形
式
と
し
て
の
魅
力
を

も
伴
っ
て
、
ま
ず
家
の
外
で
盛
ん
に
な
り
、

や
が
て
そ
れ
が
家
庭
内
に
も
漸
次
普
及
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
缶
百

牛
肉
商
の
立
地
は
一
三
地
域
四
四
軒
で
あ
り
、
よ
位
三
地
域
は
足
尾
町
・
宇
都
宮
市
・
栃
木
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一

O
軒
、
八
軒
、
五
軒
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
占
有
率
は
二
二
・
七
%
、

一
八
・
二
%
、

一
一
・
四
%
を
示
し
、
三
地
域
合
計
は
二
三
軒
で
五
二
・
二
%
で
あ
る
。

牛
肉
商
と
い
う
表
記
は
今
日
で
い
う
食
肉
屈
を
表
す
の
か
、
牛
肉
を
食
べ
さ
せ
る
所
な
の
か
、
そ
の
分
類
は
不
明
で
あ
る
が
、
仏
教
で

は
食
肉
を
禁
じ
て
お
り
、
ま
た
高
価
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
牛
肉
が
、
こ
の
時
期
に
思
っ
た
よ
り
広
く
分
布
し
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
し
か
し
分
布
し
て
い
る
地
域
は
郡
役
所
所
在
地
を
中
心
と
す
る
戸
数
上
位
地
域
で
あ
っ
た
。
な
お
、
抽
出
の
際
、
他
の
獣
肉
商
た

と
え
ば
鳥
肉
商
な
ど
も
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
と
は
区
別
し
た
。

(N) 

パ
ン
屋

パ
ン
の
普
及
に
は
学
校
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。
東
京
で
は
明
治
一
九
年
こ
ろ
、
小
学
校
へ
通
う
の
に
パ
ン
を
弁
当
に
持
っ
て
行
き
、
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半
斤
が
二
銭
五
厘
で
あ
っ
た
と
い
う
。
山
形
師
範
学
校
で
は

二
二
年
こ
ろ
か
ら
パ
ン
を
食
べ
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
京
都
第

二
局
女
で
は
二
三
年
こ
ろ
寄
宿
舎
で
昼
食
代
り
に
パ
ン
を
出

し
、
群
馬
県
で
も
二
五
年
に
師
範
学
校
で
、
香
川
県
で
は
明

治
二
七
、
八
年
か
ら
学
校
・
軍
隊
で
、
ま
た
盛
岡
で
は
三

O

年
こ
ろ
に
や
は
り
師
範
学
校
の
寄
宿
舎
で
給
食
し
て
い
る
。

パソ屋の立地分布

し
か
し
パ

γ
が
め
ざ
ま
し
く
普
及
し
た
の
は
ア

γ
パ
ン
の
出

現
か
ら
で
、
そ
れ
は
明
治
三

O
年
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
東

京
以
北
で
は
パ

γ
の
上
に
桜
桃
を
の
せ
た
へ
ソ
パ
ン
と
い
う

の
が
は
や
っ
た
。
さ
ら
に
、

ア
ン
パ

γ
は
三
八
年
こ
ろ
か
ら

図 7

駅
売
り
さ
れ
て
、
そ
の
普
及
速
度
を
ま
し
た

0
2
)

栃
木
県
に
お
け
る
パ
ン
屋
の
立
地
は
わ
ず
か
に
二
地
域

で
、
宇
都
宮
市
三
軒
、
日
光
町
二
軒
の
計
五
軒
の
み
で
あ
っ

た。
当
時
の
パ
シ
は
主
食
と
し
て
で
は
な
く
、
菓
子
と
し
て
の

利
用
が
多
く
、
地
方
に
お
い
て
は
一
般
的
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
明
治
三

O
年
の
東
京
に
お
け
る
パ
ン
屋
は
一
八
軒
の
立
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地
で
あ
っ
た
の
で
、
栃
木
県
に
五
軒
の
立
地
数
は
相
当
に
多
い
数
で
あ
る
。
日
光
町
に
立
地
し
て
い
た
の
は
、
東
京
か
ら
ハ
イ
カ
ラ
な
人

々
が
観
光
や
別
荘
へ
来
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
パ
シ
屋
そ
の
も
の
が
主
食
用
の
バ
シ
を
販
売
し
て
い
た
の
か
、
菓
子
と
し
て
の
パ

γ
を
販

売
し
て
い
た
の
か
判
別
で
き
な
い
。

(0) 

洋
傘
商

こ
う
も
り
傘
一
本
を
購
入
す
る
の
に
、
相
州
大
住
郡
の
土
屋
家
で
は
明
治
四
年
に
黒
上
物
を
金
壱
両
壱
分
弐
朱
、
武
州
多
摩
郡
連
光
寺

村
の
名
主
富
沢
家
で
は
五
年
に
壱
両
弐
朱
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
蛇
目
傘
が
壱
分
三
朱
で
あ
っ
た
の
で
、
洋
傘
は
大
変
に
高
価

で
あ
っ
た
。
樋
口
一
葉
の
明
治
二
四
年
の
日
記
を
み
る
と
、

「
洋
傘
二
本
張
換
さ
す
、

一
は
甲
斐
絹
二
重
張
、

一
つ
は
毛
嬬
子
の
平
常
持

也
、
双
方
に
て
一
円
一

O
銭
と
い
う
」
と
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
値
段
は
明
治
四
年
の
黒
上
物
一
本
の
値
段
に
相
当
す
る
が
、
都
会
を
は

じ
め
遠
隔
の
秋
田
に
ま
で
普
及
が
早
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
極
め
て
目
立
つ
開
化
好
み
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
和
傘
よ

り
軽
便
か
っ
堅
牢
で
あ
り
、
雨
の
多
い
わ
が
国
の
実
用
品
と
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

av

洋
傘
商
の
立
地
は
、
栃
木
町
五
軒
、
宇
都
宮
市
二
軒
、
足
利
町
・
佐
野
町
・
今
市
町
・
足
尾
町
・
烏
山
町
各
二
軒
、
矢
板
町
一
軒
の
八

地
域
一
九
軒
で
あ
っ
た
。
上
位
二
地
域
の
占
有
率
は
二
六
・
三
%
、

一
五
・
八
%
を
示
す
。

わ
が
国
は
古
来
よ
り
雨
が
多
く
和
傘
の
発
達
が
み
ら
れ
て
い
た
。
洋
傘
は
和
傘
よ
り
取
り
扱
い
に
便
利
で
あ
る
が
高
価
な
も
の
で
あ

り
、
よ
ほ
ど
ハ
イ
カ
ラ
好
み
の
人
で
な
け
れ
ば
地
方
で
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
治
三

0
年
代
の
後
期
に
な
る
と
田
舎
に
も
広
ま
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
そ
の
数
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
洋
傘
は
使
い
捨
て
で
は
な
く
修
理
し
て
使
っ
た
こ
と
か
ら
み
て

も
、
ま
だ
ま
だ
貴
重
品
で
あ
っ
た
。

な
お
、
抽
出
の
際
、
洋
傘
商
と
傘
商
の
両
方
の
表
記
が
み
ら
れ
た
。
傘
商
は
加
算
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
も
洋
傘
を
一
部
取
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i

り
扱
う
屈
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
個
々
の
文
明
開
化
業
種
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た

が
、
こ
れ
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

文
明
開
化
業
種
の
業
種
別
立
地
軒
数
は
、

理
髪
居
二
七
六

地域別文明開化業種総立地軒数

軒
、
人
力
車
屋
一
二
七
軒
、
活
版
印
刷
所
二
六
軒
、
自
転
車
商

二
七
軒
、
写
真
館
二
一
軒
、
時
計
商
五
六
軒
、
硝
子
商
四
軒
、

洋
灯
商
四
五
軒
、
洋
服
仕
立
商
三

O
軒
、
靴
商
二
二
軒
、
西

洋
洗
濯
商
九
軒
、
洋
物
雑
貨
商
七
四
軒
、
牛
肉
商
四
四
軒
、

ハ
ン
屋
五
軒
、
洋
傘
商
一
九
軒
で
あ
り
、
文
明
開
化
業
種
総

数
七
八
五
軒
に
対
す
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
二
%
、

一
六
・
二
%
、
コ
一
・
三
%
、
三
・
四
%
、
二
・
七
%
、
七
・

図 8

一%、

0
・
五
%
、

五
・
七
%
、
三
・
八
%
、
二
・
八
%
、

一
・
一
%
、
九
・
四
%
、

五
・
六
%
、

0
・
六
%
、
二
・
四

%
を
示
し
た
。
中
で
も
理
髪
庖
・
人
力
車
屋
の
発
達
が
認
め

ら
れ
、
次
い
で
洋
物
雑
貨
商
・
時
計
商
・
洋
灯
商
・
牛
肉
商

と
続
く
。
ま
た
反
対
に
硝
子
商
・
パ
ン
屋
・
西
洋
洗
濯
商
は

発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
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各
地
域
に
お
け
る
文
明
開
化
業
種
の
総
立
地
数
は
、
宇
都
宮
市
一
五
二
軒
、
足
利
町
二
一
O
軒
、
佐
野
町
九
O
軒
、
栃
木
町
八
二
軒
、

足
尾
町
六
一
軒
、
鹿
沼
町
四
八
軒
と
つ
づ
き
、
文
明
開
化
業
種
総
数
七
八
五
軒
に
対
す
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
四
%
、

一
五
・
三

% 

一
一
・
五
広
、

一
0
・
四
%
、
七
・
八
%
、
六
・
一
%
を
示
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
戸
数
は
、
宇
都
宮
市
一
O
、
五
三
五

戸
、
足
利
町
五
、
一
O
九
戸
、
佐
野
町
二
、
四
九
三
戸
、
栃
木
町
四
、
二
八
八
戸
、
足
尾
町
六
、
O
八
八
戸
、
鹿
沼
町
二
、
五
三
五
戸
で
あ
り
、

対
象
地
域
の
総
戸
数
五
八
、
六
八
七
戸
に
対
す
る
割
合
は
、

一
八
・
O
%
、
八
・
七
%
、

四
・
二
%
、
七
・
三
%
、

一
0
・
四
%
、
四
・

三
%
を
示
す
。
宇
都
宮
市
・
栃
木
町
・
鹿
沼
町
は
、
戸
数
と
立
地
数
の
占
有
率
が
ほ
ぼ
同
数
値
を
表
し
、
足
尾
町
は
戸
数
順
位
二
位
で
あ

り
な
が
ら
立
地
数
は
五
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鉱
山
労
働
者
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
生
活
水
準
が
高
く
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
ま
た
、
足
利
町
・
佐
野
町
は
戸
数
規
模
に
比
べ
て
、

か
な
り
大
き
い
立
地
率
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
県
内
外
か
ら
の
取

り
引
き
業
者
が
多
く
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
。

業
種
別
に
立
地
情
況
を
整
理
し
て
み
る
と
、
理
髪
庄
は
散
髪
に
政
府
が
力
を
入
れ
た
こ
と
、
既
存
の
業
種
か
ら
の
転
化
が
容
易
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
地
域
に
戸
数
規
模
に
応
じ
た
立
地
数
を
示
す
。
人
力
車
屋
は
理
髪
居
に
次
い
で
多
く
の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
。

と
く
に
織
物
産
業
の
発
達
し
て
い
た
足
利
町
・
佐
野
町
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
山
間
部
で
の
立
地
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

活
版
印
刷
所
は
郡
役
所
所
在
地
を
中
心
に
立
地
し
、
出
版
・
印
刷
が
行
政
の
中
心
に
集
中
す
る
傾
向
と
同
じ
く
し
て
い
る
。
自
転
車
商

は
自
転
車
が
高
価
で
あ
っ
た
た
め
多
く
は
立
地
し
て
い
な
い
。
ま
た
販
売
居
で
は
な
く
修
理
専
門
庖
と
し
て
の
立
地
が
大
多
数
で
あ
り
、

人
力
車
屋
と
同
じ
く
、
平
野
部
を
中
心
に
発
達
し
て
い
た
。
写
真
館
は
観
光
・
別
荘
地
で
あ
る
日
光
に
多
く
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
は
記

念
撮
影
的
需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
時
計
商
は
文
明
開
化
業
種
中
四
位
の
立
地
数
を
示
し
、
取
り
扱
い
品
の
多
く
は
掛
時
計
で
あ

っ
た
。
硝
子
商
は
ほ
と
ん
ど
立
地
し
て
い
な
い
。
家
屋
の
一
部
に
板
硝
子
を
使
う
こ
と
は
、
当
時
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た
。
洋
灯
商
は



広
く
立
地
し
て
い
る
と
予
想
し
た
が
、
約
半
数
の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
四
年
の
立
地
数
と
比
較

す
る
と
九
倍
の
伸
び
を
示
し
、
増
加
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

洋
服
仕
立
商
・
靴
商
・
西
洋
洗
濯
商
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
洋
服
の
発
達
し
な
い
地
域
に
は
、
他
の
二
業
種
の
立
地
が
み
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
立
地
数
は
洋
服
仕
立
商
・
靴
商
・
西
洋
洗
濯
商
の
順
で
あ
り
、
そ
の
絶
対
数
も
少
な
い
。
西
洋
洗
濯
商
の
立
地
が
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
洋
服
の
着
用
が
少
な
い
こ
と
を
示
す
。
洋
物
雑
貨
商
は
取
り
扱
い
品
目
の
価
格
が
、
他
の
業
種
と

比
べ
て
安
価
な
物
が
多
か
っ
た
の
で
、
文
明
開
化
業
種
中
第
三
位
の
普
及
率
を
示
す
。

牛
肉
商
は
牛
食
が
長
い
間
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
り
に
は
、
比
較
的
多
く
の
立
地
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
家
庭
に
お
い
て
料
理
す
る
こ

と
は
少
な
く
、
食
肉
屈
で
は
な
く
、
料
理
庖
と
し
て
の
形
態
が
多
か
っ
た
。
パ
ン
屋
は
硝
子
商
に
次
い
で
立
地
数
が
少
な
く
、
宇
都
宮
市

と
日
光
町
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
日
光
町
は
、
華
族
た
ち
の
別
荘
地
が
多
か
っ
た
の
で
、
需
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

文明開化業種の地域的展開

当
時
の
パ
ン
は
主
食
と
し
て
で
は
な
く
、
菓
子
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
菓
子
居
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

洋
傘
商
は
和
傘
が
す
で
に
普
及
し
て
お
り
、
洋
傘
は
高
価
で
あ
っ
た
た
め
一
部
の
人
々
の
聞
に
の
み
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
ま
り
立
地

し
て
い
な
い
。
ま
た
修
理
し
て
大
切
に
使
用
し
て
い
た
。

四

お
わ
り
に

栃
木
県
に
お
け
る
文
明
開
化
業
種
は
、
大
都
市
に
比
べ
て
一
部
の
業
種
を
除
く
と
、
明
治
四

O
年
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な

155 

か
っ
た
。

地
域
的
に
み
る
と
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
宇
都
宮
市
は
全
業
種
と
も
立
地
し
て
い
る
が
、
戸
数
に
対
し
て
立
地
数
の
少
な
い
業
種
が
多
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く
み
ら
れ
る
。
他
の
地
域
で
は
、
地
域
行
政
の
中
心
地
(
郡
役
所
所
在
地
)
、

地
場
産
業
の
発
達
し
て
い
た
地
域
(
足
利
町
・
佐
野
町
な

ど
)
、
鉱
業
の
発
達
し
て
い
た
地
域
(
足
尾
町
)
は
、
同
一
郡
内
で
最
も
多
い
普
及
率
を
示
す
。
ま
た
、

日
光
町
は
戸
数
順
位
七
位
、

立

地
軒
数
順
位
八
位
で
は
あ
る
が
、
観
光
地
・
別
荘
地
と
し
て
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
明
開
化
業
種
の
立
地
は
、
写
真
館
・
西
洋
洗

濯
商
・
パ
ン
屋
な
ど
、
栃
木
県
内
に
お
い
て
も
少
な
い
立
地
数
で
あ
る
業
種
が
め
だ
っ
。

対
象
三
三
地
域
中
、
文
明
開
化
業
種
の
種
類
数
一
業
種
か
ら
五
業
種
ま
で
の
地
域
が
一
二
地
域
で
六
三
・
六
%
を
示
し
、
そ
の
中
で
理

髪
業
だ
け
の
地
域
が
五
地
域
で
あ
っ
た
。
六
業
種
か
ら
一

O
業
種
ま
で
の
地
域
は
七
地
域
で
一
二
・
二
%
を
示
す
。
ま
た
一
一
業
種
か
ら

一
五
業
種
ま
で
が
五
地
域
で
一
五
・
二
%
を
示
し
、
パ
ン
屋
を
除
く
一
四
業
種
以
上
が
三
地
域
で
あ
っ
た
。

郡
別
に
み
る
と
、
宇
都
宮
市
は
別
と
し
て
、
最
も
県
南
の
平
野
部
に
位
置
す
る
下
都
賀
郡
・
足
利
郡
・
安
蘇
郡
の
立
地
数
が
多
く
、
山

間
部
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
い
で
上
都
賀
郡
が
多
い
。
北
部
山
間
地
域
で
あ
る
塩
谷
郡
・
那
須
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
発
達
し
て
い
な

ぃ
。
県
南
東
に
位
置
し
、
平
野
部
に
真
岡
町
・
久
下
田
町
を
も
っ
芳
賀
郡
も
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
。

文
明
開
化
業
種
の
普
及
に
は
、
地
域
差
の
み
な
ら
ず
貧
富
の
差
に
よ
る
も
の
も
多
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
の
小
都
市
・
小
町
村
に
お
い
て
は
、
文
明
開
化
す
な
わ
ち
生
活
様
式
の
西
洋
化
は

大
都
市
の
よ
う
に
早
く
普
及
し
た
と
は
い
い
難
く
、
明
治
中
噴
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
普
及
し
て
い
っ
た
。
ゆ
え
に
、
明
治
中
頃
に
終

了
し
た
と
い
わ
れ
る
文
明
開
化
は
中
央
的
な
み
か
た
で
あ
り
、
地
方
に
お
け
る
文
明
開
化
と
は
時
期
的
な
ず
れ
が
あ
っ
た
。

注

(
1
)

井
上
政
一
「
地
方
小
都
市
に
お
け
る
商
応
街
の
形
成
と
変
貌

l
l群
馬
県
富
岡
市
富
岡
町
の
場
合
1

1
」
『
歴
史
地
理
学
紀
要
』

七
七
、
二
一
五
l
二
三
八
頁

一九、

九
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(
2
)

栃
木
県
『
栃
木
県
統
計
書
』
一
九
一
四
、
二
ハ

l
一一一一貝

田
口
浪
三
編
『
栃
木
県
営
業
便
覧
』
一
九

O
七
、
全
国
営
業
便
覧
発
行
所

(
3
)

各
市
各
都
各
町
別
に
町
並
を
図
式
化
し
て
あ
り
、
そ
の
記
載
は
中
心
市
街
地
が
対
象
で
あ
る
た
め
、
全
域
の
記
載
で
は
な
い
。
そ
の
記
載
率

は
、
戸
数
一

O
、
0
0
0戸
前
後
の
地
域
で
は
四

Owm位
で
あ
り
、
五
、

0
0
0戸
前
後
で
は
五
五
%
位
、
一
、

0
0
0戸
前
後
で
は
六

0
1七
O

V
A
位
を
示
す
。

井
上
政
一
「
歴
史
地
理
資
料
と
し
て
の
営
業
便
覧
」
歴
史
地
理
学
会
第
二
二
回
大
会
に
て
、
口
頭
発
表
し
た
。

井
上
政
一
「
明
治
後
期
の
群
馬
県
に
お
け
る
商
庖
の
地
域
的
発
展
(
第
一
報
)
」
『
歴
史
地
理
学
』
一

O
九
、
一
九
八

O
、
二
四
l
一
二
三
具

栃
木
県
『
栃
木
県
統
計
書
』
一
八
九
五
、
一
三
二
|
一
五

O
頁

『
栃
木
県
営
業
便
覧
』
よ
り
算
出
し
た

渋
谷
敬
三
編
『
生
活
』
明
治
文
化
史
第
一
一
一
巻
、

柳
田
国
男
編
『
風
俗
』
明
治
文
化
史
第
二
一
一
巻
、

前
掲
(
7
)
、
四

O
三
l
四
O
九
頁

前
掲
(
8
)
、
四
三
五
|
四
三
六
頁

前
掲
(
7
)
、
三

O
六
|
三

O
七
頁

前
掲
(
7
)
、
一
ニ
三
六
1
一一一四一一貝

前
掲
(
7
)
、
四
八
頁

前
掲
(
7
)
、
六
九
頁

前
掲
(
7
)
、
九
八
頁

前
掲
(
7
)
、
一
四
一
一
頁

前
掲
(
7
)
、
二

O
ニ
l
二
O
コ一一良

前
掲
(
7
)
、
八
四
頁

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
臼
)

(
弘
)

(
日
)

(
時
)

(
げ
)

(
刊
日
)

一
九
七
九
、
七
四
頁

-
九
七
九
、
一
九
八
頁




